ＴＳ６７０の２４．５ＭＨｚ改造方法
原理：
ＴＳ６７０は、６．６ＭＨｚ～８ＭＨｚ、２１ＭＨｚ～３０ＭＨｚ間は、
送信系の回路が共通で使用できるはずであるが、ハムバンド以外は、
   ＰＴＴを押しても、送信モードにならない。
これを調べましたところ、ＣＯＮＴＲＯＬ ＵＮＩＴのＩＣ２０の１９番ＰＩＮのＰ６１が
ＨＩＧＨにならず、Ｑ４２がＯＮしないためとわかりました。
対策方法：
そこで、ＰＴＴが押されたときにＱ４２のコレクタがＬＯＷになるように、
ＰＴＴの出力を使って、強制的にＱ４２の出力をＬＯＷレベルとします。
回路図では、ＣＯＮＴＲＯＬ ＵＮＩＴ基板上のコネクタ③－１のＳＳ端子と
Ｑ４２のコレクタ間をダイオードで接続します。
ダイオードの極性はＱ４２のコレクタ側がアノードで、ＳＳ端子側が
カソードです。

改造方法：
1． 上ブタをはずす（ネジ８本）
2． ＩＦ ＵＮＩＴを持ち上げる（ネジ２本）
3． 内部のＣＯＮＴＲＯＬ ＵＮＩＴをはずす（ネジ８本）

注：コネクタ類は１本もはずさずに作業はできますが多少やりにくいです。
4． コネクタ③のＳＳ端子（茶リード側）は、正面から見て右端手前にあります。
5． Ｑ４２は、基盤左側手前にあります。Ｑ４２のシルクは良く見えませんので、

Ｑ４２のコレクタとの交点として、Ｒ１７６（４．７Ｋ）とＲ１７７（６８０）があります。
6． ＳＳ端子側にダイオードのカソード側を接続します。
7． Ｑ４２のコレクタにダイオードのアノード側を接続します。
もちろんこの間は１０ｃｍ以上ありますのでビニール電線を使います。
8． ダイオードは、１Ｓ１５８８／１Ｓ１５８７／１Ｓ１５５５／１Ｓ９５３／１Ｓ９５４／
     １Ｓ９５５／１ＳＳ１１９／１ＳＳ１２０／などのガラスダイオードでＯＫです。
     もちろん電源整流用などのモールドタイプでもＯＫです。
送信機系統図の周波数関係表に２４ＭＨｚを追加します。
周波数帯
送信周波数[ＭＨｚ]
ｆ１［ＭＨｚ］
ｆ３［ＭＨｚ］
分周比  １／Ｎ

２４
２４．８９～２４．９９
３３．７２～３３．８２
３２．３８～３２．４３
１／２６～１／２８

以上、文章だけでちょっとわかりにくいかと思いますが、回路図を参照しながらトライしてください。
もちろん、ＣＢ帯も出れてしましますので、くれぐれもオフバンドなさらぬようにお願いいたします。
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